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二重フトン篭 施工及び特長

施工例

規格及び設計要領

近年、交通インフラや地域の発展に伴う道路工事や林道工事はその主体が土工事といわれ

ます。これらに付帯して各所で必要となってくる土留め等の路側施設にはコンクリートに

よる構造物が多く見受けられますが、これらの主体になる骨材は運搬効率や距離の問題に

よりコスト高になっている状況かと思われます。

この目的と課題を解決すべく開発しました二重フトン篭は、現場発生材の活用による工費

の節減や工期の短縮等多くの効果を発揮いたします。

・本体、横蓋パネルを結合コイルで組み立てた後、篭の内側に内張ネットを張ります。

・中詰めでは、前面内張ネット側に粒度の荒いものを詰め、篭の底部より二層に分けて

充填突き固めた後、上蓋を結合コイルで取り付けて完了します。

・中詰め時の篭の変形を抑えるため、補強骨線の間隔を0.5mにとり、高さの中間部に

補強線を取り付けて所期の目的をはたしています。

・中詰材に現場発生材を使用することができるので、経済的です。

・施工が簡単で、充填突き固めにより単位容積重量を増すので安定します。

・土圧や地盤変化に柔軟に対応し、篭底部と基礎の密着度も良好です。

内張ネットに植生マットを組合せた製品で、緑化による自然環境の保全にも有効です。
中詰材について

・中詰材は、現場発生材、切込砕石、岩屑等とし、容積の100％として算出します。

・最下段に砕石を使用しますと、排水性が良好です。

篭について

・篭網の使用鉄線は、4㎜又は5㎜、網目は、13㎝を標準とします。

・組立コイルの使用鉄線は、篭網の使用鉄線と同様とします。

・ご希望により各種寸法も製作いたします。

内張ネットについて

・内張ネットは、中低圧ポリエチレンネットを標準とします。

・張りタイプは、前面及び両側面の「三面張り」を標準とし、中詰材に切込砕石を用いる

場合で背面土が篭内に混入する恐れがあるときは、前後面及び両側面の「四面張り」と

します。また、これ以外の張りタイプについても対応いたします。
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組 立 図

組 立 部 品

施工歩掛表

結合コイル 1.0 m

※中詰材は、現場発生材、切込砕石、岩屑等とする。

中 詰 量 山林砂防工（普通作業員）（人）

組 立 据 付 計中 　詰（m
3

）

13 50 120
2

3

1.20

1.80

0.08

0.11

0.34

0.50

0.42

0.61

網目（㎝）

4.0,5.0

線経（㎜） 高さ（㎝） 幅（㎝） 長さ（m）

４本
結合コイル 1.2 m ４本
結合コイル 0.5 m ４本
補　　強　　線 ３本

展 開 図

■人力中詰

中詰量 山林砂防工（普通作業員）（人） バックホウ山積（h）

組立据付 計中　詰（m
3

）

13 50 120
2

3

1.20

1.80

0.08

0.11

0.13

0.20

0.21

0.31

0.11

0.16

0.06

0.45m3 0.80m3

0.09

網目（㎝）

4.0,5.0

線経（㎜） 高さ（㎝） 幅（㎝） 長さ（m）

■機械中詰

植生篭

横蓋パネル

高さ 高さ巾 巾

横蓋パネル 補強線

本体パネル 上蓋パネル

上蓋

補強骨線
高さ
50㎝

長さ
2m

巾
　120㎝

補強線
内張ネット

横蓋

高さ

高さ

長さ

50㎝

120㎝

0.50
0.50

0.50
0.50

2m

施　工

特　長

植生篭
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